
2023 HG競技委員会（第1回）議事録

2023/10/17（火） Zoom

委員：　牟田園、鈴木、箕谷、中西、櫻井大

担当理事：　濱田

オブザーバ：　櫻井さ

■継続議題

・選手ではないスタッフが集計を行うための環境づくり

　→最近、集計を行えるスタッフが増えてきている。

　　競技委員長ができる人員も増やしたい。

牟田園

・体験会の承認を振興委員会に移管する

　→済

鈴木

・競技委員会の説明ページを HPに掲載する

　→10月中に記事を作成する。

・ハングの歴史編纂

　→第1回インタビュー公開済み。第2回収録済み。

　　企画の概要・目的を整理してHPに掲載する。（テーマが歴史編纂から変わっている）

櫻井

・競技委員会 HPの選手権の歴史を更新する

　→日本選手権は済。世界選手権は10月中に更新する。

中西

・大会受付時のシリーズ登録情報アップデートのやり方を見直す

　→JHF事務局に更新をお願いするのは難しい。

　　HP上で選手自身に登録してもらうシステムを作る。→時間と手間がかかる。

　　11月中に別案を考える。

箕谷

・フライトコンテストに宣言地ゴールを検討する。

　→周辺のフライヤーの意見を聞くと、宣言地ゴールには興味のない意見が多い。（八郷や大佐でしか好記録が出せない）

　　セールプレーンで行っている3TP距離を追加候補にする。運用方法は継続検討。

　　「フライト前に1～3個のTPを宣言し、宣言されたスタートポイントからTPを経由して総フライト距離を計測」

　　セクション7に類似の内容がないか確認し、あればそれに合わせたい。

　　他のコンテストと重複しない内容にしたい。

■CIVL総会報告

・CTRペナルティの方法が変わる

　→FSをチェックし、競技規定の変更が必要か確認する（櫻井）

・次回の世界選手権

　→アジェールに決定



■理事会・JHF総会

・JHFの存在意義を会員に浸透させる必要がある。

・フライヤー登録などのシステム開発を計画中。

・世界選手権の補助金が高いという意見があった。

・理事がDIPS説明会に参加し、説明を受けた。

■委員長会議

・スポーツクラス大会に10万円の補助金がついた。

・HG競技員担当理事が交代した。（大沢→濱田）

・大会のコロナ対応は不要になった。

・HG-PG意見交換会は今年は未実施。

■Fledge

・2024年3月で活動終了の予定だが、今後も継続するか。

　→2年間活動を継続する。役員は変更なし。

　　来年の活動計画を立てる。（櫻井）

　　今後の活動目標は、2024年3~4月の海外選手招致の結果を見てから再設定する。

・ボランティアに頼った運営になっている。

　→スタッフへの謝礼を増やす方向も検討する。

・今後のFledge主催／協力のポイント大会

　→南陽：大会側から継続のニーズあり

　　信濃平：検討中。エリア管理者は開催に協力的

　　その他：検討中のエリアあり

・セミナー

　→エリア解説は一周したので別の議題が必要。

来年の案

・トレーニングキャンプ

・足尾スポーツクラス大会

・関西スポーツクラス大会（石津など）

・ポイント大会

　→南陽、信濃（再来年？）

・100kmチャレンジ

・1weekフライトマラソン

・パラとの交流会

・LD学び直し会

・女子キャンプ/オフ会

・小柄な人向けのTO/LDセミナー（P証向け）

・大谷目標シート風セミナー

・海外選手セミナー（翻訳付き）

・ソアリング技術セミナー（中級者向け）

・HG機材の調整やメンテナンスについての講習会

・ツリーランの回収についての講習会



■討議事項

・フライトコンテストのPG共通化

　→実施は難しそう。棄却。

・GPS Dump

　→次年度は最新バージョンの 5.44を採用する。

・FS

　→次年度の使用するバージョンを10月中に確定させたい。継続調査。

　　最新バージョンのFS2023 R2.3が使用可能であれば使う。

　　不具合があれば現在のバージョン（FS2022）を継続使用する。

　　変化点のチケット内容から、競技規定に影響のありそうな項目を整理する。（櫻井）

・GAP

　→次年度から、今回の世界選で使用したGAP2023に切り替えたい。

　　GAP2018⇒GAP2023の変化で、競技規定に影響のありそうな項目を整理する。（牟田園）

・CIVLランキング参照月

　→海外獲得ポイント換算規則に参照月の規則を追記する。（鈴木）

■次回　10/29（日）20:00~

アジェンダ

・ランキングシステム（再来年に向けた準備検討）

・海外獲得ポイント（再来年に向けた準備検討）

・クラス5ランキングのカテ1の扱い

・選手ではないスタッフが競技委員長／集計を行うための環境づくり

・来年のポイント大会予定

・委員入れ替え

・Fledge来年度の計画


